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七
・
相
給
村
の
百
姓
構
成
に
つ
い
て

真
壁

志
郎

一

は
じ
め
に

現
代
社
会
は
江
戸
時
代
の
延
長
線
上
に
営
ま
れ
て
い
る
⺰
武
士
政
権
に
よ
る
封
建

社
会
も
人
口
の
８
割
以
上
が
百
姓
身
分
で
あ
り
⺯
支
配
者
た
る
武
士
身
分
が
１
割
に

も
満
た
な
い
バ
ラ
ン
ス
で
成
立
し
⺯
社
会
の
圧
倒
的
多
者
は
⻆
百
姓
⻇
で
あ
る
⺰
当

時
の
全
国
の
村
数
に
つ
い
て
⺯
渡
辺
尚
志
氏
⻈
百
姓
の
力
⻉
①
に
よ
れ
ば
⺯
天
保
５

年
⺺
１
８
３
４
⺻
全
国
の
村
は
生
産
指
標
の
石
高
４
０
０
⺶
５
０
０
石
⺯
耕
地
面
積

５
０
町
⺯
人
口
４
０
０
人
が
平
均
と
あ
る
⺰
越
谷
市
史
②
の
⺯
越
谷
地
域
平
均
石
高

６
１
４
石
・
軒
数
１
８
４
軒
・
人
口
４
５
０
人
と
比
較
し
て
も
概
ね
平
均
的
な
地
域

で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
⺰

し
か
も
⺯
幕
府
直
轄
地
で
あ
る
御
料
の
ほ
か
旗
本
知
行
所
な
ど
の
私
領
が
多
い
関

東
農
村
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
た
⺯⻈
相
給
村
⻉
を
多
く
含
む
こ
と
も
判
明
し
た
⺰
尾
脇

秀
和
氏
⻈
壱
名
両
人
⻉
③
に
よ
れ
ば
⺯
一
つ
の
村
を
複
数
の
領
主
が
分
割
支
配
す
る

状
況
を
相
給
と
呼
び
⺯
村
の
石
高
と
百
姓
軒
数
が
各
⻆
支
配
⻇
ご
と
に
分
割
さ
れ
て

い
る
の
が
相
給
村
で
あ
る
⺰
相
給
は
村
内
に
境
界
線
が
引
か
れ
て
分
割
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
⺯
村
の
田
畑
な
ど
も
土
地
一
筆
ご
と
の
領
主
が
き
ま
⻒
て
い
る
た
め
⺯

村
内
に
領
主
の
異
な
る
土
地
が
飛
び
飛
び
に
点
在
し
て
い
る
⺰
集
落
が
領
主
ご
と
に

別
に
な
⻒
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
⺯
百
姓
ご
と
に
領
主
の
年
貢
割
り
付
け
が
決
め
ら

れ
⺯
村
役
人
の
組
織
も
領
主
ご
と
に
任
命
さ
れ
て
い
た
⺰
い
わ
ば
同
じ
村
内
に
異
な

る
支
配
領
主
グ
ル
⺳
プ
が
並
立
す
る
の
が
相
給
村
の
特
徴
で
あ
り
⺯
関
東
や
畿
内
で

は
ご
く
普
通
に
存
在
し
た
状
態
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
⺰

今
回
⺯
旗
本
５
家
の
相
給
村
で
あ
る
出
羽
地
区
の
七
左
衛
門
村
を
例
に
⺯
御
料
に

石
高
を
所
持
す
る
百
姓
が
⺯
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
旗
本
知
行
所
に
石
高
を
所
持
す
る
実

態
を
解
明
す
る
こ
と
で
⺯
相
給
村
の
支
配
と
百
姓
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た
い
⺰

二

七
左
衛
門
村
の
相
給
状
況

そ
れ
で
は
⺯
御
料
・
私
領
で
６
給
の
相
給
村
で
あ
る
七
左
衛
門
村
の
リ
ア
ル
な
村

の
姿
に
近
づ
い
て
み
た
い
⺰
村
の
全
体
像
を
⺯
天
保
九
年
⺺
１
８
３
８
⺻⻈
七
左
衛
門

村
村
差
出
明
細
帳
⻉
④
に
よ
⻒
て
概
観
す
る
と
⺯

高
千
百
弐
石
九
升
三
合…
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高
四
百
八
拾
三
石
六
斗
三
升
三
合
五
勺

平
岡
対
馬
守
様
・
曾
我
丹
後
守
・
菅
谷
平
八
郎
様
・
長
山
弥
三
郎
様
・
中
条
鉄
太

郎
様
御
知
行

高
六
百
拾
八
石
四
斗
五
升
九
合
五
勺

当
御
代
官
所…

●
家
数
七
拾
四
軒

寺
三
⻢
寺
・
名
主
弐
軒
・
百
姓
五
拾
八
軒
・
地
借
九
軒
・
家
守

弐
軒

●
人
別
四
百
五
拾
九
人

内
男
弐
百
参
拾
弐
人
・
女
弐
百
弐
拾
弐
人
・
僧
五
人

石
高
１
１
０
２
石
・
家
数
７
４
軒
ほ
ど
で
人
口
４
５
９
人
と
い
う
数
字
は
⺯
近
隣

相
給
村
の
平
均
１
２
１
７
石
の
標
準
よ
り
や
や
小
さ
く
⺯
越
谷
地
域
５
１
町
村

の
高
平
均
６
１
４
石
か
ら
比
べ
れ
ば
大
き
い
経
営
規
模
を
有
す
る
村
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
⺰

三

村
の
身
分
構
成

相
給
村
の
御
料
支
配
と
百
姓
の
身
分
構
成
を
考
察
す
る
と
き
⺯⻆
村
明
細
帳
⻇
の
３

年
前
に
記
録
さ
れ
た
天
保
五
年
⺺
１
８
３
４
⺻⻈
当
午
宗
門
人
別
御
改
帳
⻉
⑤
が
存
在

す
る
の
で
⺯
年
代
も
近
く
村
況
を
比
較
で
き
る
資
料
と
し
て
検
討
す
る
⺰

天
保
五
年

午
三
月

当
午
宗
門
人
別
御
改
帳 

 

埼
玉
郡

七
左
衛
門
村

門

平

一
高
六
百
弐
拾
五
石
四
斗
九
升
弐
合
七
勺

七
左
衛
門
村

一
真
言
宗

観
照
院
㊞

高
九
拾
石

一
名
主

八
郎
左
衛
門

年
四
十
九
才
㊞

下
男

吉
左
衛
門

四
十
八
才
㊞

同
人
妻

す

み

同
四
十
七
才
㊞

同
人
下
男

太
次
郎

廿
五
才
㊞

…
…

〆
拾
五
人
内

男
八
人

女
七
人

馬
壱
疋
⺺
以
下
略
⺻

こ
の
よ
う
に
⺯
宗
門
改
帳
は
人
別
を
詳
細
に
記
録
し
て
人
口
調
査
の
役
割
を
果
た

し
⺯
戸
主
身
分
・
持
高
・
年
齢
・
家
族
構
成
・
奉
公
人
・
下
人
・
牛
馬
数
・
印
鑑
登

録
の
機
能
に
至
る
ま
で
⺯
百
姓
構
成
を
解
明
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
基
本
情
報
が

網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
⺰

宗
門
改
帳
か
ら
個
別
具
体
的
な
人
名
を
も
と
に
⺯
村
の
詳
細
な
身
分
構
成
を
整
理

し
た
の
が
宗
門
人
別
一
覧
※
１
で
あ
る
⺰
人
別
一
覧
か
ら
御
料
村
の
基
盤
を
形
成
し

た
全
員
に
つ
い
て
生
活
実
態
を
解
明
し
た
結
果
が
表
２
で
あ
る
⺰
村
は
主
体
の
戸
主

の
百
姓
身
分
⻄
株
⻅
の
も
と
⺯
妻
・
子
供
・
老
親
・
兄
弟
姉
妹
な
ど
戸
主
と
の
血
縁

者
と
⺯
奉
公
人
・
下
人
・
家
守
な
ど
従
属
し
て
い
る
多
様
な
人
々
が
家
族
共
同
体
と
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し
て
一
軒
前
に
村
か
ら
認
め
ら
れ
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
⺰
村
の
身
分
別
構
成

を
ま
と
め
る
と
⺯

①

持
高
百
姓
を
中
心
に
⻆
軒
⻇
を
単
位
に
血
縁
者

と
従
属
人
の
家
族
共
同
体
⺰

②

村
全
体
の
生
産
能
力
と
個
人
収
入
を
確
保
す
る

た
め
地
借
を
展
開
し
て
い
る
⺰

③

上
層
百
姓
が
酒
屋
・
紺
屋
な
ど
を
兼
業
し
無
高

専
業
の
桶
屋
も
出
現
し
て
い
る
⺰

④

７
３
軒
が
真
言
宗
⺯
１
軒
が
日
蓮
宗
⺺
足
立
郡

戸
塚
村
本
行
寺
⺻
で
あ
る
⺰

四

御
料
の
所
持
高
構
成

次
に
⺯
宗
門
改
帳
に
記
載
さ
れ
た
百
姓
一
人
ひ
と

り
の
所
持
高
か
ら
村
の
経
済
状
況
を
考
察
す
る
⺰

村
明
細
帳
の
⻆
一
高
六
百
拾
八
石
四
斗
五
升
九
合

五
勺

当
御
代
官
所
⻇
と
あ
る
石
高
に
相
応
す
る
も

の
で
あ
る
⺰
た
だ
し
⺯
村
の
総
生
産
高
で
あ
る
村
高

⺺
田
方
＋
畑
方
＋
諸
色
⺻
と
百
姓
個
人
の
所
持
高
⺺

田
方
＋
畑
方
＋
屋
敷
地
⺻
は
村
共
有
地
や
産
物
な
ど
の
含
み
か
ら
明
細
帳
村
高
が
多

く
⺯
差
異
が
生
じ
て
い
る
の
が
⺯
一
覧
表
に
し
て
み
る
と
生
々
し
い
農
民
階
層
の
実

態
が
判
明
す
る
⺰

家
族
総
出
の
働
き
方
や
⺯
本
家
・
分
家
の
家
々
が
同
族
団
と
し
て
婚
姻
関
係
を
維

持
し
⺯
潰
れ
や
質
入
に
も
結
束
し
て
家
⺺
軒
⺻
を
絶
や
さ
な
い
努
力
を
重
ね
て
い
た

こ
と
が
⺯
村
の
軒
数
が
継
続
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
結
果
に
も
表
わ
れ
て
い
る
⺰

更
に
⺯
百
姓
の
所
持
高
を
所
持
高
別
階
層
で
集
約
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
⺰
宗

門
改
帳
に
は
村
役
人
の
全
員
が
署
名
し
⺯
そ
の
内
訳
を
集
約
す
る
と
⺯

●
村
役
人
１
０
名

百
姓
代
４
名
⺺
太
左
衛
門
・
吉
左
衛
門
・
亦
蔵
・
兵
右
衛
門
⺻
５
４
石

年
寄

４
名
⺺
繁
右
衛
門
・
民
蔵
・
政
七
・
喜
右
衛
門
⺻ 

 

８
０
石

名
主

２
名
⺺
八
郎
左
衛
門
・
門
平
⺻

１
４
６
石

計
２
８
０
石

宗
門
人
別
一
覧
表
か
ら
⺯
御
料
の
村
役
人
・
百
姓
の
構
成
を
み
る
と
⺯

①

村
の
中
心
を
な
し
て
い
る
の
は
１
石
か
ら
１
０
石
未
満
の
百
姓
３
５
名
１
６

   表2 身分別構成      天保５年 宗門改帳

No 区分 軒数 備考
1 寺 3 真言宗
2 名主 2 上組／下組
3 百姓 58 外同居百姓１名
4 地借 9
5 家守 2 持高無

計 74

内持高有り3名
水吞１名含む

名称
観照院・持福院・真福寺
八郎左衛門・門平
紺屋・酒屋
桶屋・紺屋型付
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８
石
で
⺯
軒
数
比
４
６
％
・
石
高
比
３
０
％
の
平
均
５
石
ほ
ど
の
小
農
民
層

②

名
主
２
名
１
４
６
石
で
⺯
軒
数
比
３
％
・
石
高
比
２
６
％
の
強
固
な
支
配
層

③

村
役
人
１
０
名
２
８
０
石
で
⺯
軒
数
比
１
３
％
・
石
高
比
５
１
％
の
地
主
層

⺺
名
主
を
含
む
⺻

④

村
人
平
均
年
齢
４
５
歳

村
役
人

平
均
年
齢
３
９
歳

⑤

馬
数
１
２
疋
の
所
持
は
２
石
以
上

の
経
営
規
模
で
適
宜
所
有

こ
の
規
模
は
⺯
山
崎
義
弘
氏
⻈
徳
川

社
会
の
底
力
⻉
⑥
に
お
い
て
⺯
全
国
平

均
の
村
落
階
層
構
成
は
５
石
か
ら
１
０

石
の
小
農
民
層
が
主
役
を
な
し
て
い
る

と
の
指
摘
と
も
合
致
し
⺯
七
左
衛
門
村

は
５
石
以
下
の
百
姓
数
が
多
い
こ
と
も

含
め
⺯
や
や
小
さ
い
規
模
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
⺰

も
う
一
つ
⺯
御
料
村
の
構
成
が
判
明

す
る
資
料
と
し
て
⻈
当
村
高
并
小
前
高

帳
⻉
元
治
二
年
⺺
１
８
６
５
⺻
※
２
が

存
在
す
る
⺰
七
左
衛
門
村
は
大
き
く
⺯

上
組
⺺
名
主

八
郎
左
衛
門
⺻・
下
組
⺺
名
主

門
平
⺻
に
区
分
さ
れ
⺯
下
組
名
主
の

手
控
え
と
し
て
村
高
内
訳
や
下
組
３
３
軒
の
持
高
が
記
録
さ
れ
て
い
る
⺰

 
 

 
 

五

私
領
の
百
姓
構
成

相
給
村
で
は
⺯
複
数
領
主
が
持
高
を
分
有
す
る
形
態
に
特
徴
が
あ
り
こ
の
状
況
を

記
録
し
た
資
料
が
⺯⻈
七
左
衛
門
村
五
給
所
寄
高
控
帳
⻉
弘
化
三
年
⺺
１
８
４
６
⺻
⑦

で
あ
る
⺰

弘
化
参

午
正
月 

 

廿
五

五

給

所

寄

高

控

帳

私
領

七
左
衛
門
村

菅
谷

一
高
壱
石
八
斗
九
升
三
合

市
郎
兵
衛

一
同
三
石
三
斗
八
升
三
合
三
勺
源

六

単位 持高区分 馬持 備考
軒数 比率 石高 比率

40以上 3 4% 189 34% 3 名主2
石 39～10 11 15% 189 34% 5 寺10石含む

9～5 15 21% 116 20% 3
4～1 20 25% 52 10% 1

斗 9～1 13 16% 7 1.2%
升 9以下 3 5% 1 0.8%

地借 6 8% 0 0% 高持3除く
無 家守 2 3% 0 0%

寺 2 3% 0 0% 無住１含む
75 100% 554 100% 12

 表3 所持高別階層構成
軒数内訳 石高内訳

計
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一
同
四
石
六
斗
壱
合
四
勺

源
左
衛
門

一
同
九
斗
五
升
壱
合
七
勺

門

平

 
 

 

〆
高
百
七
石
四
斗
七
升
四
合
⺺
以
下
十
九
名
略
⺯

そ
れ
以
降
も
略
⺻

⻈
五
給
所
寄
高
控
帳
⻉
は
弘
化
三

年
⺺
１
８
４
６
⺻
の
資
料
で
⺯
⻈
宗
門

人
別
御
改
帳
⻉
天
保
五
年(

１
８
３
４

)

と
は
１
２
年
の
時
間
差
が
あ
り
同
等

に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
⺰
し

か
し
な
が
ら
⺯
高
持
百
姓
数
６
８
軒

と
ほ
ぼ
構
成
員
は
変
化
せ
ず
⺯
概
ね

身
分
維
持
が
な
さ
れ
て
い
た
と
解
釈

し
そ
の
結
果
を
表
４
に
集
約
し
た
⺰ 

 

旗
本
知
行
の
石
高
は
比
率
に
よ
り

算
定
さ
れ
た
⺯
実
体
の
伴
わ
な
い
帳

簿
上
の
バ
⺳
チ
⻝
ル
な
村
と
も
呼
べ

る
状
況
で
あ
る
が
⺯

①

百
姓
は
一
軒
ご
と
に
各
領
主
に

分
有
さ
れ
所
属
領
主
は
確
定
し

て
い
る
⺰

②

相
給
領
主
の
支
配
地
は
村
域
の

あ
ち
こ
ち
に
散
在
し
⺯
各
領
主

の
所
属
百
姓
も
村
落
内
に
入
り

混
じ
⻒
て
生
活
し
て
い
る
⺰

③

村
内
の
高
持
百
姓
全
員
が
御
料
と
私
領
に
石
高
を
所
持
し
て
分
担
し
て
い
る
⺰

④

私
領
で
の
２
給
以
上
分
担
は
高
持
百
姓
構
成
の
３
２
％
に
及
び
５
給
全
部
も

存
在
す
る
⺰

⑤

知
行
高
と
百
姓
軒
数
は
知
行
高
に
比
し
て
お
お
む
ね
均
等
に
割
り
振
ら
れ
て

い
る
⺰

更
に
⺯
相
給
村
で
は
私
領
に
別
系
統
の
村
役
人
が
組
織
さ
れ
支
配
別
の
事
実
も
確

認
で
き
る
⺰
⻈
綾
瀬
川
藻
刈
議
定
⻉
安
永
六
年
⺺
１
７
７
７
⺻
⑧
に
は
⺯
⻆
私
領
名
主

善
右
衛
門
・
同
清
右
衛
門
⻇
か
ら
⻆
御
領
名
主

嘉
右
衛
門
・
同
平
吉
⻇
宛
の
議
定

書
が
提
出
さ
れ
⺯
私
領
・
御
料
役
人
全
員
が
署
名
し
て
対
応
を
任
せ
る
村
掟
が
約
定

菅谷 平岡 曾我 長山 中条
107.3 107.3 107.3 107.3 53.8 483石

23 26 24 21 8 102軒
内訳 5給 門 平 1 1 1 1 1 1 18

68名 5給 初五郎 1 1 1 1 1 1 30
4給 八郎左衛門 1 1 1 1 1 96
4給 林右衛門 1 1 1 1 1 27
3給 源左衛門 1 1 1 1 23
3給 多左衛門 1 1 1 1 17
2給 百姓 5 8 9 7 3 16 113
1給 百姓 13 12 10 9 2 46 150
百姓名寄持高 106 105 105 100 53 68名 471石

表4 私領  五給所寄高控帳  弘化三年（1846）
合計

※知行石高と百姓名寄持高には差異がある。  

知行旗本
知行石高

延百姓軒数
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さ
れ
て
い
る
⺰
こ
の
よ
う
に
⺯
村
と
し
て
対
外
的
な
交
渉
や
村
を
代
表
す
る
際
は
御

料
名
主
が
委
任
を
受
け
⺯
村
を
代
表
す
る
名
主
と
し
て
記
名
捺
印
の
村
業
務
を
差
配

し
て
村
内
を
統
括
し
て
い
た
事
実
が
存
在
す
る
⺰

六

ま
と
め

今
回
⺯
検
討
し
た
資
料
か
ら
見
え
て
き
た
相
給
村
と
し
て
の
百
姓
構
成
は
⺯

●
高
持
百
姓
全
員
で
御
料
と
私
領
の
年
貢
を
比
率
分
担
し
て
い
る
⺰

●
御
料
の
名
主
に
は
高
持
ト
⻜
プ
の
八
郎
左
衛
門
と
門
平
が
就
任
し
て
い
る
⺰

●
私
領
５
家
に
は
中
堅
ク
ラ
ス
の
高
持
百
姓
を
適
宜
割
り
振
り
⺯
所
属
軒
数
は
平
均

化
さ
れ
て
い
る
⺰

●
高
持
軒
数
は
６
５
⺶
６
８
名
で
高
持
以
外
の
小
作
人
・
職
人
身
分
も
含
め
村
を
運

営
し
て
い
る

●
地
主
層
１
０
名
で
所
持
高
５
１
％
を
支
配
し
５
石
以
下
の
小
農
層
３
５
名
が
村
の

中
心
を
構
成
す
る
⺰

実
際
の
農
業
経
営
や
日
常
生
活
は
村
内
で
支
障
な
く
営
ま
れ
⺯
神
社
や
寺
院
も
相

給
割
に
か
か
わ
り
な
く
村
の
氏
神
で
あ
り
⺯
村
の
宗
旨
寺
で
あ
り
⺯
村
の
集
会
所
で

あ
⻒
た
⺰
複
数
領
主
へ
村
内
の
所
領
が
分
割
さ
れ
て
い
て
も
⺯
村
民
生
活
は
一
体
で

執
り
行
わ
れ
て
い
る
十
分
リ
ア
ル
な
村
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
⺰

七
左
衛
門
村
は
⺯
帳
簿
上
は
支
配
領
主
６
給
の
複
雑
な
相
給
村
の
性
格
を
有
し
て

い
る
が
⺯
実
態
は
領
主
の
配
分
割
合
に
よ
り
正
確
に
帳
面
上
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
⺯
宗
門
人
別
帳
や
名
寄
帳
の
所
持
高
か
ら
確
認
で
き
た
⺰
江
戸
時
代
の
村
請
制
が

破
綻
し
な
い
か
ぎ
り
支
配
領
主
の
形
態
で
は
⺯
百
姓
の
日
常
生
活
に
な
ん
ら
制
約
は

生
じ
な
い
⺰
相
給
村
と
い
え
ど
も
⺯
村
高
と
村
域
を
確
定
さ
れ
た
こ
の
関
係
は
全
国

の
単
一
領
主
の
村
支
配
と
な
ん
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
⺰

い
づ
れ
に
し
て
も
⺯
相
給
村
で
あ
る
七
左
衛
門
村
の
百
姓
構
成
は
⺯
近
世
日
本
の

村
と
百
姓
を
身
近
に
考
察
す
る
上
で
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
得
る
こ
と
が
で
き
た
⺰

特
に
⺯
名
主
の
村
人
管
理
能
力
の
高
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
ば
か
れ
で
あ
り
⺯
複
雑

な
年
貢
割
り
付
け
の
比
率
計
算
や
帳
簿
書
上
げ
の
正
確
さ
に
如
何
な
く
そ
の
能
力
が

発
揮
さ
れ
て
い
た
⺰
こ
れ
か
ら
も
⺯
近
世
と
い
う
時
代
の
本
質
を
残
さ
れ
た
資
料
か

ら
分
析
す
る
こ
と
で
⺯
過
去
か
ら
現
在
に
継
承
さ
れ
た
事
実
が
何
で
あ
る
の
か
を
探

究
し
て
い
き
た
い
⺰
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⻊
添
付
資
料
⻋
※
１
⻈
天
保
五
年
当
午
宗
門
人
別
御
改
帳
⻉
一
覧

井
出
家
文
書

Ｎｏ 氏名 年齢 石 斗 升 合 勺 馬 適 用 Ｎｏ 氏名 年齢 石 斗 升 合 勺 馬 適 用
1 八郎左衛門 49 90 1 名主 39 伊和右衛門 45 9 4 政七 地借
2 門平 38 56 1 名主 40 文次郎 24 6 7 9
3 利兵衛 65 9 7 1 41 源次郎 42 喜右衛門 地借
4 助右衛門 49 1 5 谷中村三右衛門屋守 42 清右衛門 41 4 2
5 民蔵 39 4 5 43 政七 34 21 1 1
6 伊助 30 8 2 44 庄左衛門 70 3 4
7 金蔵 22 7 6 5 45 弥八 54 1 5
8 清次郎 53 1 1 46 喜三右衛門 63 持福院 家守
9 佐左衛門 63 幾蔵 地借 47 喜左衛門 63 6 利兵衛方同居

10 庄七 28 2 7 48 兵右衛門 30 11 6 5
11 幾蔵 36 26 9 49 彦左衛門 65 7 7 5 1
12 きく 56 4 8 八郎左衛門 地借 50 亥太郎 44 9 1
13 亦蔵 23 7 1 51 市太郎 40 1 3 7
14 卯之助 40 8 52 安五郎 46 門平地借 紺屋型付
15 儀三郎 29 5 5 53 要吉 （桶屋） 24 幾蔵 地借
16 儀左衛門 61 9 9 8 8 54 惣八 42 門平 地借
17 亀之助 28 6 8 6 8 55 浅五郎 39 7 3 3
18 かの 62 5 2 2 6 56 万吉 33 5 4 6
19 直右衛門 55 3 2 9 6 57 五郎右衛門 38 6 9 8 酒屋
20 久左衛門 25 2 8 4 8 8 紺屋 58 竹右衛門 26 弥右衛門 地借
21 元右衛門 58 5 2 7 5 59 八右衛門 41 8 8 9 1
22 佐右衛門 57 5 1 2 6 4 60 平右衛門 40 7 5 5
23 吉右衛門 61 16 4 2 2 1 61 伴兵衛（水吞） 40 門平 家守 
24 喜右衛門 47 43 9 3 8 1 62 栄次郎 18 1 5 紺屋
25 藤右衛門 36 4 5 63 冨右衛門 51 20 3 1
26 仲蔵 21 1 3 2 64 五右衛門 37 6 7 2 9
27 弥兵衛 40 6 1 65 浅五郎 36 8
28 藤吉 46 15 3 66 繁右衛門 35 10 3 7
29 吉左衛門 41 5 7 67 佐右衛門 49 2 4 8 1
30 次右衛門 51 12 2 1 68 万右衛門 51 4 4 9
31 吉兵衛 63 3 2 69 清兵衛 63 3 6 4
32 吉蔵 46 12 7 70 源六 43 1 8 2
33 市郎兵衛 54 9 1 71 源七 52 7 3 9 5
34 兵左衛門 58 9 2 4 72 林右衛門 59 2 1 日蓮宗
35 文右衛門 58 2 3 5 73 観照院住職 71 10 8 7 真言宗
36 惣左衛門 61 6 5 兵左衛門 地借  74 持福院住職 23 真言宗
37 伴蔵 42 2 8 3 75 真福寺無住 真言宗
38 太左衛門 54 30 7 1 小計 1572 134 120 123 36 12 5

小計 1745 390 162 85 55 34 7 合計 3317 524 282 208 91 46 12
修正石高 44.8 554 3 7 5 6 12

天保５年（1834） 当午宗門人別御改帳          七左衛門村
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⻊
添
付
資
料
⻋
※
２
⻈
当
村
高
并
小
前
高
帳
⻉

写
真

井
出
家
文
書

⻊
注
⻋

①

渡
辺
尚
志
⻈
百
姓
の
力
⻉

柏
書
房

２
０
０
８
年

②

⻈
越
谷
地
区
村
況
表
⻉

越
谷
市
史
三

越
谷
市
図
書
館
蔵

③

尾
脇
秀
和
⻈
壱
人
両
名
⻉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

 

２
０
１
９
年

④

⻈
村
差
出
明
細
帳
⻉

越
谷
市
史
三

井
出
家
文
書

越
谷
市
図
書
館
蔵

⑤

⻈
当
午
宗
門
人
別
御
改
帳
⻉
越
谷
市
史
三

井
出
家
文
書

越
谷
市
図
書
館
蔵

⑥

山
崎
義
弘
⻈
徳
川
社
会
の
底
力
⻉

柏
書
房

２
０
１
７
年

⑦

⻈
七
左
衛
門
村
五
給
所
寄
高
控
帳
⻉

越
谷
市
史
三

越
谷
市
図
書
館
蔵

⑧

⻈
綾
瀬
川
藻
刈
議
定
⻉

越
谷
市
史
三

井
出
家
文
書

越
谷
市
図
書
館
蔵


